
    令和元年度 簿記（科目コード：5310225） 年間指導計画    （３単位） 

                        教科書：新簿記    新井益太郎  稲垣富士男著      （実教出版） 

              学習書：なし                                           担当者  久保 英信    

１．レポート別の学習内容と学習目標・評価基準 

ＮＯ   学習内容          関連教科書頁 標準提出時期  試験日 学習目標 評価基準  

 

 

 １ 

 

 

第１章 簿記の基礎 

第２章  資産・負債・資本 

         と貸借対照表 

第３章  収益・費用と 

         損益計算書 

 

 

Ｐ7～Ｐ27 

 

 

 

 

 ５月上旬 

 

 

 

 

 

 

 

７月試験 

 

６月30日 

７月１日 

・簿記の基礎を理解する。 

・貸借対照表、損益計算書の作

成方法を理解する。 

・貸借対照表と損益計算書の関

連について、利益計算につい

て理解する。 

貸借対照表、損益計算書の作

成方法を理解できていれば

合格とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２ 

 

 

第４章  取引と勘定 

第５章  仕訳と転記 

第６章  仕訳帳と 

          総勘定元帳 

 

 

Ｐ28～Ｐ50 

 

  ５月下旬 

 

 

・簿記上の取引について理解す

る。 

・勘定科目、仕訳と転記、仕訳

帳、総勘定元帳の記入法につ

いて、理解を深める。 

勘定科目と仕訳と転記が理

解できていれば合格とする。 

 

 

 

 

 

 

 ３ 

 

第７章  試算表 

第８章  精算表 

第９章  決算 

 

 

Ｐ51～Ｐ76 

 

  

 

  ６月中旬 

 

 

 

・総勘定元帳の計算整理と、合

計残高試算表の作成につい

て理解する。 

・６桁精算表の作成について理

解する。 

・帳簿の締切りを理解する。 

６桁精算表の作成が理解で

きていれば合格とする。 

 

 

 

 

 ４ 

 

 

第１０章  現金・預金 

       などの取引 

第１１章  商品売買の 

                取引 

 

 

Ｐ77～Ｐ108 

 

 

  ７月下旬 

 

 

 

 

 

 

10月試験 

 

９月29日

９月30日 

 

 

 

 

 

・当座借越勘定、現金過不足勘

定について理解する。 

・商品売買を３分法で処理する

方法、補助簿の記帳について

理解を深める。 

商品売買を３分法で処理す 

る方法が理解できていれば 

合格とする。 

 

 

 

 

 

 ５ 

 

第１２章  掛け取引 

第１３章  手形の取引 

第１４章  有価証券の取引 

 

 

Ｐ109～ 

Ｐ133 

 

  ８月中旬 

 

・売掛金、買掛金と売掛金元帳、

買掛金元帳との関係につい

て理解する。 

・約束手形、為替手形の処理方

法について理解する。 

掛け取引の仕訳と約束手形、 

為替手形の仕訳が理解でき 

ていれば合格とする。 

 

 

 

 

 

 ６ 

 

第１５章  その他の債権債務の取引 

第１６章  固定資産の取引  

第１７章  個人企業の資本と税金 

第１８章  営業費の取引       

 

Ｐ134～ 

Ｐ166 

 

 

  ９月上旬 

 

・その他の債権債務、資本金、

税金など商品売買以外のい

ろいろな仕訳について理解

する。 

 

その他の債権債務、資本金、 

税金などの仕訳が理解でき 

ていれば合格とする。 

 

 

 

 

 

 

 ７ 

 

第１９章  決算整理 （その１） 

第２０章 ８けた精算表 

第２１章  帳簿決算と財務諸表の 

作成（その１） 

 

Ｐ167～ 

Ｐ194 

 

 

 

１０月下旬 

 

 

 

 

１月試験 

 

１月12日 

１月13日 

   

・決算整理の意味を理解する。 

・精算表の作成を通じて、決算

整理仕訳について理解する。 

 

８けた精算表の作成方法が 

理解できていれば合格とす 

る。 

 

 

 

 

 ８ 

 

第２２章  会計帳簿 

第２３章  伝票 

 

Ｐ195～ 

Ｐ212 

 

１１月中旬 

 

・伝票会計について理解し、起

票法、仕訳集計表の作成方法

について理解する。 

起票法、仕訳集計表の作成 

方法が理解できていれば 

合格とする。 

 

 

 ９ 

 

 

第２４章  決算整理（その２） 

第２５章  財務諸表の作成 

                  （その２） 

 

Ｐ213～ 

Ｐ238 

 

 

１２月上旬 

 

・費用収益の見越し、繰り延べ、

貸し倒れ償却、減価償却、有

価証券などの複雑な決算整

理について理解し、財務諸表

の作成について理解する。 

費用収益の見越し、繰り延 

べ、貸し倒れ償却、減価償 

却、有価証券などの複雑な 

決算整理について理解でき

ていれば合格とする。 

 

 

 

２ 評価方法と基準 

  上記学習内容の基本的部分・発展的部分について、関心、意欲、態度および理解度など、下記項目の評価基準を考慮して総合的に行う。 

評価対象項目 基準 各項目別評価基準 

（１）レポート ９回 ・上記レポート目標の基本的な部分のみ理解している場合は、理解度に応じて評価２～３、発展的部分ま

で理解できていると判断する場合は評価４～５とする。基本的な部分が理解できていない場合は再提出と

する。 

（２）提出時期  ・標準提出時期までに提出し合格出来るよう、計画的な学習ができている場合を５とし、提出と合格時期

の遅れによって評価を下げる。 

（３）スクーリング 

   出席時間数 

12時間 ・スクーリングに取り組む姿勢を考慮しつつ、原則として12時間の出席を評価３とし、それ以上の出席が

あれば３時間で評価を１上げる。 0～11時間は単位認定はしない。 

（４）試験 ３回 ・Ｒ１～３の範囲で７月試験を、Ｒ４～６の範囲で10月試験を、Ｒ７～９の範囲で１月試験を実施。試験

内容は基本的な部分から約50％、発展的な部分から約50％を出題し、評価は30～40点を２、41～70点を

３、71～80点を４、81点以上を５とする。なお、29点以下については再試験とする。 

・再試験を繰り返してもなお基準点に達しない場合は単位認定はしない。 

３．単位の認定 

  教務内規（11月規定・２月規定および、単位および科目修得の認定）に従い、上記２．評価方法と基準のすべての評価が２以上の場合に３単位を認

定する。 


